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そ
こ
で
こ
の
間
題
関
心
か
ら
、
こ
れ
ま
で
に
弁
護
人
依
頼
権
の
本
質
や
そ
の
権
利
保
障
の
た
め
の
制
度
的
仕
組
み
の
あ
り
方
を
、
日
・
英
・
米
の

(
l
)
 

三
カ
国
の
法
制
度
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
研
究
し
、
そ
の
成
果
を
公
表
し
て
き
た
。
本
稿
は
、
こ
の
研
究
テ
!
?
の
延
長
線
上
に
あ
る
。
具

体
的
に
は
、

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
ヲ
エ
ー
ル
ズ
に
お
い
て
取
り
組
ま
れ
た
刑
事
法
律
扶
助
制
度
改
革
の
最
近
の
動
き
に
触
れ
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
イ

ア
エ
ン
ダ

l
制
度
の
創
設
の
意
義
と
特
徴
、
問
題
点
を
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

こ
れ
ま
で
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
イ
ブ
エ
ン
ダ

l
制
度
を
検
討
テ

l
マ
の
一
っ
と
し
て
取
り
上
げ
、

そ
の
研
究
の
一
環
と
し
て
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・

ワ
ェ

l
y
ズ
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
イ
フ
エ
ン
ダ

l
制
度
創
設
を
め
ぐ
る
議
論
の
変
遷
を
分
析
し
て
き
た
。
そ
の
検
討
か
ら
明
ら
か
に
さ
れ
た
よ
う

に
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
ク
ェ

l
y
ズ
で
は
、
同
制
度
の
創
設
に
は
否
定
的
な
意
見
が
多
数
を
占
め
、
創
設
に
は
至
ら
な
か
っ
た
と
い
う
経
緯
が

(
2
)
 

あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
近
年
の
刑
事
法
律
扶
助
改
革
に
よ
り
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
イ
フ
エ
ン
ダ

l
制
度
が
創
設
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
そ
の
最
近
の
動

き
に
改
め
て
注
目
し
て
い
た
こ
と
が
、
本
稿
執
筆
の
直
接
の
目
的
で
あ
る
。

(
3
)
 

も
っ
と
も
、
す
で
に
具
体
的
に
研
究
さ
れ
て
い
る
部
分
も
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
さ
し
あ
た
り
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
イ
フ
エ
ン
ダ

l
制
度

導
入
後
の
刑
事
法
律
扶
助
に
関
す
る
動
向
に
つ
い
て
紹
介
し
、
あ
わ
せ
て
、

的
な
制
度
の
特
徴
を
分
析
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
ワ
ェ

l
y
ズ
に
お
け
る
制
度
導
入
の
意
味
や
具
体

刑
事
弁
護
サ
ー
ビ
ス
の
概
要

概

要

(
5
)
 

一
九
九
八
年
の
白
書
に
て
新
し
い
制
度
の
骨
格
が
示
さ
れ
た
の
を
期
に
、

(
6
)
 

セ
ス
法
(
〉
n
n
g
s
E印昨
日

n
m
旨
ニ
ヨ
タ
円
-
N
N
)

が
成
立
し
た
。
そ
の
結
果
、
従
来
の
刑
事
法
律
扶
助
制
度
は
大
き
く
様
変
わ
り
し
た
。
ま
ず
、
二

イ
ン
J

グ
ラ
ン
ド
・
ヲ
ェ

l
y
ズ
で
は
、

一
九
九
九
年
司
法
へ
の
ア
ク

0
0
一
年
四
月
に
、
リ

l
ガ
ル
・
サ
ー
ビ
ス
委
員
会
(
円

mm白

-r芝
5
の
O
B
E
g
-。ロ)
の
下
に
刑
事
弁
護
サ
ー
ビ
ス

(
P
5
5白
-um皆
5
m
m
2
5、



以
下

C
D
S
と
す
る
)
が
創
設
さ
れ
、
こ
の
機
関
の
も
と
に
、
刑
事
事
件
に
関
す
る
法
律
扶
助
が
運
営
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
刑
事

(
7
)
 

法
律
扶
助
の
改
革
だ
け
で
は
な
く
て
、
民
事
・
刑
事
を
問
わ
ず
法
律
扶
助
制
度
全
体
の
改
革
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
こ
の
こ
と
に
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よ
っ
て
、
単
に
運
営
機
関
が
変
わ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
具
体
的
な
制
度
の
あ
り
方
も
変
化
し
た
。

C
D
S
の
主
な
目
的
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
逮
捕
段
階
か
ら
被
疑
者
・
被
告
人
が
ソ
リ
シ
タ
!
と
相
談
す
る
権
利
を
保
障
す
る
こ
と
で
あ

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
六
条
三
項

C
に
基
づ
く
弁
護
人
の
援
助
を
受
け
る
権
利
を
保
障
す
る
こ
と
、
刑
事
手
続
の
各
段
階
で
公
正
な

り
、
特
に
、

手
続
を
保
障
す
る
こ
と
、
武
器
対
等
の
原
則
を
保
障
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
被
疑
者
・
被
告
人
の
権
利
を
保
障
す
る
こ
と
に
、
そ
の

目
的
が
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
被
疑
者
・
被
告
人
の
利
益
を
擁
護
し
、
被
疑
者
・
被
告
人
の
信
頼
を
維
持
し
つ
つ
、
被
疑
者
・
被
告
人
が
効
果
的
に

手
続
に
参
加
す
る
こ
と
を
促
進
さ
せ
よ
う
と
す
る
こ
と
が
、
目
的
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

C
D
S
創
設
の
目
的
は
、
わ
が
国
の
憲
法
で
保
障
さ

れ
る
よ
う
な
弁
護
人
依
頼
権
を
、
具
体
化
す
る
こ
と
に
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、

C
D
S
に
は
以
下
の
責
任
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

C
D
S
の
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
に
個
々
人
が
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
な
制
度
を

整
備
す
る
こ
と
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
維
持
・
改
善
し
て
い
く
こ
と
、
予
算
に
つ
い
て
適
切
に
運
営
し
て
い
く
こ
と
、
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
刑
事
司

法
制
度
の
運
営
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、

C
D
S
の
主
な
役
割
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
第
一
に
、
警
察
段
階
及
び
治
安
判
事

裁
判
所
(
自
由

m
E
E只
8
ロ
ユ
)
の
段
階
で
、
刑
事
弁
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
。
そ
の
際
に
は
、
個
人
ソ
リ
シ
タ

l
事
務
所
と
そ
の
サ
ー
ビ
ス
を

行
う
た
め
の
契
約

(n852)
を
す
る
。
第
二
に
、
警
察
署
段
階
、
治
安
判
事
裁
判
所
段
階
の
当
番
弁
護
士
制
度
(
ロ
ロ
守
山
島

2
2
r
z
g
m
)
を

ソ
リ
シ
タ

1
事
務
所
と
契
約
す
る
。
第
四

全
国
的
に
作
り
、
運
営
す
る
。
第
三
に
、
高
額
事
件
の
弁
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、

そ
の
た
め
に
、

に
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
イ
ブ
エ
ン
ダ

l
・
サ
ー
ビ
ス

9
5
z
n
u
m
E丘
町
片
山
町
三
日
)
を
通
し
て
、
直
接
、
弁
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
。

具
体
的
に

C
D
S
が
法
律
扶
助
と
し
て
カ
バ
ー
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
対
象
は
、
①
刑
事
に
関
連
す
る
事
項
を
助
一
言
・
援
助
す
る
(
〉

?
5
2仏
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〉
8
5
2
R
)
こ
と
、
②
裁
判
所
に
お
け
る
助
一
吉
・
代
理
を
す
る
(
〉
奇

o
g
q
E
B
E
R
m
)
こ
と
、
③
犯
罪
に
つ
い
て
代
理
す
る
(
官
官

2
8
1

宮
守
口
沙
門
包

B
Eと

DPRm)
こ
と
、
の
一
一
一
種
類
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
そ
の
サ
ー
ビ
ス
が
法
律
扶
助
に
よ
っ
て
担
保
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。
①
は
ソ
リ
シ
タ
ー
に
よ
る
一
般
的
な
助
言
・
援
助
で
あ
り
、
法
廷
に
お
け
る
代
理
を
カ
バ
ー
し
な
い
。
②
は
、
主
に
、

ソ
リ
シ
タ
ー
が
事



件
を
準
備
す
る
こ
と
や
、
裁
判
所
(
治
安
判
事
裁
判
所
な
い
し
は
刑
事
法
院
〔

R
O
E
S
E〕)
の
一
定
の
手
続
に
お
い
て
初
回
の
代
理
を
す
る
場
合

80 

そ
の
代
理
に
つ
い
て
カ
バ
ー
す
る

も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
法
廷
に
行
く
前
に
ツ
リ
シ
タ

l
が
弁
護
を
準
備
し
、
法
廷
で
代
理
す
る
費
用
を
カ
バ
ー
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
治
安

に
、
そ
の
費
用
を
カ
バ
ー
す
る
。
③
は
、
犯
罪
で
告
発
(
岳
民
間
同
)
さ
れ
る
、

ま
た
は
召
喚
さ
れ
る
場
合
に
、

判
事
裁
判
所
に
お
け
る
ソ
リ
シ
タ

l
の
代
理
費
用
が
、
こ
れ
に
含
ま
れ
る
。
パ
リ
ス
タ
ー
が
必
要
な
と
き
、
特
に
刑
事
法
院
で
審
理
さ
れ
る
と
き

に
は
、
そ
の
代
理
も
カ
バ
ー
さ
れ
る
。
評
決
に
対
す
る
上
訴
に
関
す
る
助
一
言
、
治
安
判
事
裁
判
所
・
刑
事
法
院
の
量
刑
に
対
す
る
上
訴
に
関
す
る

(
8
)
 

助
言
、
あ
る
い
は
控
訴
院
の
判
断
に
対
す
る
上
訴
に
関
す
る
助
言
な
ど
も
、
こ
こ
に
含
ま
れ
る
。
ま
た
、
当
番
弁
護
士
制
度
に
つ
い
て
は
、
警
察

署
段
階
と
治
安
判
事
裁
判
所
の
段
階
で
、
無
料
で
利
用
で
き
る
こ
と
は
従
来
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
運
営
は
、

リ
l
ガ
グ
・
サ
ー
ビ
ス
委
員

会
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、

C
D
S
は
、
警
察
署
段
階
と
裁
判
所
段
階
の
当
番
弁
護
士
制
度
も
運
営
す
る
。
現
在
で
は
、

依
頼
者
(
被
疑
者
・
被
告
人
)
か
ら
十
分
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
当
番
弁
護
士
制
度
の
体
制
を
全
国
規
模
に
整
備
す
る
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。
特

に
、
地
方
の
中
に
は
、
十
分
に
そ
の
体
制
を
準
備
で
き
て
い
な
い
地
域
も
あ
る
こ
と
が
問
題
と
さ
れ
て
い
て
、
担
当
す
る
ソ
リ
シ
タ
ー
を
確
保
す

る
こ
と
が
難
し
い
と
い
う
問
題
も
あ
る
。

C
D
S
の
創
設
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
刑
事
法
律
扶
助
制
度
と
大
き
く
異
な
る
制
度
が
成
立
し
た
。
第
一
に
、
こ
れ
ま
で
の
個
人
事
務
所
と
し

て
実
践
し
て
い
る
ソ
リ
シ
タ

l
事
務
所
が
政
府
と
契
約
を
結
び
、
法
律
扶
助
を
対
象
と
す
る
刑
事
弁
護
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。
第
一
一

に
、
こ
れ
ら
の
事
務
所
は
、
良
質
の
弁
護
を
提
供
す
べ
く
、
そ
の
水
準
を
満
た
す
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
要

求
を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う
か
、
す
な
わ
ち
契
約
に
違
反
す
る
か
ど
う
か
と
い
う
審
査
を
、

ソ
リ
シ
タ

l
事
務
所
は
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
第

三
に
、
刑
事
弁
護
サ
ー
ビ
ス
を
専
門
的
に
行
う
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
イ
フ
エ
ン
ダ
ー
を
リ

l
ガ
ル
・
サ
ー
ビ
ス
委
員
会
が
雇
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
で
あ
る
(
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
イ
ブ
エ
ン
ダ
l
に
つ
い
て
は
、
次
章
に
て
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
)
。
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契

約
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法
律
扶
助
に
基
づ
く
助
一
言
・
援
助
あ
る
い
は
代
理
が
、

ソ
リ
シ
タ

l
の
契
約
に
基
づ
く
も
の
と
な
っ
た
理
由
は
、

サ
ー
ビ
ス
の
質
を
確
保
し
ょ

う
と
す
る
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
反
面
、

そ
の
こ
と
に
よ
る
デ
メ
リ
ッ
ト
も
生
じ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
よ
う
な
契
約
を
行
う
ソ
リ
シ

タ
l
事
務
所
が
、
従
来
よ
り
も
少
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
現
実
に
も
、
今
後
の
刑
事
実
務
を
担
う
ソ
リ
シ
タ

l
事
務
所
が
少
な
く
な

る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
現
象
が
あ
る
。
実
際
に
、
契
約
事
務
所
は
、
従
来
の
法
律
扶
助
の
範
囲
で
活
躍
し
て
い
た
事
務
所
よ
り
も
少
な
く
な
っ
て

(
9
)
 

リ
l
ガ
ル
・
サ
ー
ビ
ス
委
員
会
の
二

O
O
二

l
O三
年
度
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
約
二
九

O
O
で
あ
る
。

C
D

い
る
。
契
約
を
受
け
た
事
務
所
は
、

S
の
担
当
者
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
よ
る
と
、
従
前
は
そ
の
三
倍
弱
ほ
ど
の
事
務
所
が
刑
事
法
律
扶
助
に
携
わ
っ
て
い
た
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
、

法
律
扶
助
に
基
づ
く
活
動
を
行
う
事
務
所
の
数
が
少
な
く
な
っ
た
と
い
う
負
の
側
面
が
あ
る
こ
と
は
、
否
定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
今
回

の
C
D
S
創
設
に
伴
い
、
契
約
の
申
請
を
差
し
控
え
た
事
務
所
が
多
数
あ
る
と
い
う
こ
と
も
、
こ
の
こ
と
か
ら
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

方

で
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
ヲ
ェ

l
w
ズ
で
も
多
〈
の
事
務
所
は
商
事
事
件
を
扱
う
傾
向
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
刑
事
法
律
扶
助
の
契
約
を
結
ぶ
事

務
所
の
数
が
増
加
す
る
と
い
う
見
込
み
は
少
な
い
で
あ
ろ
う
。
今
後
、
契
約
数
が
増
え
る
と
い
う
希
望
的
な
観
測
を
す
る
こ
と
も
、
適
切
で
は
な

L、
も
う
一
つ
は
、
契
約
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
依
頼
者
(
被
疑
者
・
被
告
人
)

の
ソ
リ
シ
タ
ー
を
選
択
す
る
幅
が
、
理
論
的
に
限
定
さ
れ
て
し

ま
う
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
あ
る
被
告
人
が
実
際
に
知
り
あ
い
の
ソ
リ
シ
タ
ー
か
ら
助
言
を
得
た
い
と
考
え
、

そ
の
サ
ー
ビ
ス
に
法
律
扶
助
が

適
用
さ
れ
る
よ
う
に
希
望
し
た
と
し
よ
う
。
し
か
し
、
そ
の
ソ
リ
シ
タ
ー
が

C
D
S
と
刑
事
弁
護
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
契
約
し
て
い
な
い
と
す
れ

ば
、
依
頼
者
(
被
疑
者
・
被
告
人
)
は
、
希
望
の
ソ
リ
シ
タ
ー
を
選
択
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。
選
択
権
の
問
題
は
、
日
本
で
は
ほ
と
ん
ど
議
論

(
叩
)

の
対
象
と
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
イ
ン
、
グ
ラ
ン
ド
・
ク
エ
ー
ル
ズ
で
は
、
重
大
な
テ
!
?
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
前
述
の
通

81 

り
、
そ
の
選
択
が
大
幅
に
制
限
さ
れ
る
程
度
ま
で
、
限
ら
れ
た
ソ
リ
シ
タ

l
し
か
契
約
を
行
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
実
情
も
あ
る
。



(
U
)
 

具
体
的
な
契
約
の
目
的
や
手
続
は
詳
細
に
定
め
ら
れ
、
そ
の
膨
大
な
文
書
が
公
表
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
改
革
に
は
、
従
前
か
ら
の
法
律

82 

扶
助
費
用
を
抑
え
る
と
い
う
側
面
が
あ
る
と
と
も
に
、
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
と
い
う
こ
と
が
、

そ
の
目

的
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
に
加
え
て
、
最
近
で
は
、
新
し
い
ソ
リ
シ
タ
ー
を
確
保
す
る
こ
と
や
、
大
都
市
部
以
外
の
地
域
の
要
求
に
応
え

る
と
い
う
課
題
も
浮
上
し
て
い
る
。
な
お
、
契
約
は
三
年
で
あ
り
、
二

O
O四
年
に
は
再
審
査
が
あ
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
事
務
所
側
の
落
ち
度

で
契
約
が
取
り
消
さ
れ
た
と
い
う
報
告
は
、
こ
れ
ま
で
公
に
問
題
と
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
。
ま
た
、
契
約
に
基
づ
く
場
合
は
、

C
D
S
は
個
々
の

事
件
の
請
求
と
一
致
す
る
額
を
月
ご
と
に
事
務
所
に
支
払
っ
て
い
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
契
約
は
ソ
リ
シ
タ
ー
が
対
象
で
あ
っ
て
、
パ
リ
ス
タ
ー

は
こ
の
対
象
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
は
、
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

3 

専
門
・
高
額
事
件
へ
の
刑
事
法
律
扶
助

重
要
な
改
革
と
し
て
は
、

一
定
の
複
雑
な
事
件
に
つ
い
て
は
特
別
の
枠
組
み
を
設
け
た
こ
と
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
刑
事
事
件
に
関
す
る
高
額

事
件
部

(
0
5
5と
E
m
F
の
。
伯
仲
の

a
g
dロ
民
、
以
下
C
H
C
C
U
と
す
る
)
を
設
け
、
高
額
事
件
(
〈
m
q
E
G
V
の。

2
P師
向
師
、
以
下
V
H
C
C
と
す

る
)
に
つ
い
て
、
別
の
制
度
的
枠
組
み
が
設
置
さ
れ
た
。

V
H
C
C
と
は
、
公
判
が
二
六
日
以
上
か
、
出
費
及
び
弁
護
の
費
用
が
一
五
万
ポ
ン
ド

以
上
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
事
件
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
件
の
場
合
に
は
、
事
務
所
が

C
H
C
C
U
に
通
知
し
て
、

C
H
C
C
U
が
審

査
を
し
、

V
H
C
C
に
つ
い
て
契
約
す
る
か
を
判
断
す
る
。
二

O
O
二
|
O三
年
度
の
実
績
で
は
、
八
六
件
に
つ
い
て
契
約
が
結
ば
れ
、
二
七
件

(
口
)

一
四

O
O万
ポ
ン
ド
で
あ
っ
た
。

が
終
了
し
た
。
総
額
は
、

そ
の
中
で
も
、
重
大
詐
欺
の
高
額
事
件
(
〈
m
q
E
m
F
(
u
c
a
明

E
E
g∞
g)
に
つ
い
て
は
、
特
別
詐
欺
パ
ネ
ル
(
印
官

S]豆
町
S
E
Eロ
色
、
以
下

S
F
P
と
す
る
)
が
設
立
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
パ
ネ
ル
に
事
務
所
が
申
請
し
て
、
そ
の
質
的
基
準
を
満
た
す
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
こ
の

パ
ネ
ル
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
も
し
そ
の
よ
う
な
依
頼
者
(
被
疑
者
・
被
告
人
)
か
ら
依
頼
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
事
務

所
が
パ
ネ
ル
に
参
加
し
て
い
な
け
れ
ば
、
そ
の
依
頼
者
(
被
疑
者
・
被
告
人
)
は
扶
助
を
受
け
ら
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
そ
の
よ
う
な
場
合
に



は
、
事
務
所
の
方
が
、
申
請
に
パ
ス
し
た
別
の
事
務
所
を
紹
介
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
の

S
F
P
の
メ
ン
バ
ー
は
、
二

O
O三

(
臼
)

一
O
で
あ
る
。

年
秋
の
段
階
で
は
約
一
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4 

弁
護
費
用
償
還
命
令

刑
事
事
件
の
代
理
を
許
可
す
る
責
任
は
裁
判
所
に
あ
る
。
こ
の
点
で
、
法
律
扶
助
を
受
け
る
適
格
性
に
つ
い
て
、
従
来
は
、
被
疑
者
・
被
告
人

は
資
カ
要
件

(
5
8
5
5
C
と
司
法
の
利
益
要
件

(
E
5
2
0ご
ロ
印
片
付
凸
)
と
を
通
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
た
。
し
か
し
、
資
力
要
件
に
つ
い
て
は
複

雑
で
、
裁
判
所
に
よ
っ
て
基
準
も
異
な
っ
て
い
る
と
い
っ
た
こ
と
が
批
判
さ
れ
、
被
告
人
が
書
類
を
提
出
す
る
聞
に
時
間
も
か
か
る
と
い
う
問
題

も
抱
え
て
い
た
。
そ
こ
で
、
資
力
要
件
は
廃
止
さ
れ
、
司
法
の
利
益
に
基
づ
い
て
判
断
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
一
九
九
九
年
司
法
へ
の
ア
ク
セ
ス
法
一

そ
し
て
費
用
の
点
で
は
、
弁
護
費
用
償
還
命
令

(
P
8
5ミ
え
U
m
h
g
n刊
の

g
z
pふ
m
g
)

の
制
度
が
、

(
M
)
 

七
条
に
基
づ
い
て
、
新
し
く
導
入
さ
れ
た
。
こ
の
制
度
は
、
裁
判
所
の
刑
事
手
続
に
出
廷
し
た
者
に
対
し
て
、
公
的
に
支
払
わ
れ
た
弁
護
費
用
を

償
還
す
る
た
め
の
制
度
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
、
被
告
人
か
ら
後
に
払
っ
て
も
ら
う
負
担
金

(nssσECE)
の
総
額
は
、
制
度
を
運
用
し
て
い

く
費
用
と
し
て
は
十
分
で
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
刑
事
公
判
の
代
理
に
関
す
る
資
力
要
件
が
廃
止
さ
れ
る
と
と
も
に
、
費
用
を
支
払
う
こ
と
が

で
き
そ
う
な
限
ら
れ
た
被
告
人
層
に
、
費
用
償
還
の
的
を
絞
っ
た
制
度
が
発
足
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
新
し
い
制
度
の
も
と
で
、
裁
判
官
は
、
裁
判
の
最
後
に
、
費
用
償
還
命
令
を
出
す
の
が
合
理
的
か
ど
う
か
判
断
す
る
こ
と
と
な
る
。
も
ち

ろ
ん
、
こ
の
命
令
が
刑
罰
と
し
て
使
用
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
制
度
は
、
治
安
判
事
裁
判
所
に
出
廷
し
た
者
ゃ
、
刑
事
法
院
に
量
刑
に
つ
い
て
付

託
さ
れ
た

(
B
E
E
S
-∞『。『∞
B
R
R
m
)
者
、
刑
事
法
院
に
量
刑
に
つ
い
て
上
訴
し
て
い
る
(
毛
官
岳
白
怒
5
a
田町民
g
R
)
者
に
は
適
用
さ
れ
な

い
。
有
罪
判
決
を
受
け
た
か
ど
う
か
に
は
か
か
わ
ら
な
い
が
、
無
罪
判
決
を
受
け
た
者
に
対
し
て
、
命
令
が
出
さ
れ
る
こ
と
は
例
外
的
で
あ
る
。
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こ
の
命
令
を
出
す
か
ど
う
か
は
、
提
出
書
類
に
基
づ
き

C
D
S
の
特
別
調
査
部
(
∞
官
丘
曲
二
口
語
∞
江
由
民
5
5
Cロ
ベ
以
下
S
I
U
と
す
る
)
に
よ
っ
て

調
査
・
作
成
さ
れ
た
報
告
書
を
、
裁
判
官
が
検
討
し
た
後
に
、
判
断
す
る
こ
と
が
あ
る
。

s
I
U
は
、
裁
判
所
が
被
告
人
の
弁
護
費
用
の
支
払
能



力
を
判
断
す
る
た
め
に
、

そ
の
援
助
を
行
う
部
局
で
あ
る
。
二

O
O
二

l
O三
年
度
に
は
、

s
I
U
は
五
三
七
件
に
つ
い
て
、
十
分
な
調
査
の
結

84 

果
、
裁
判
所
に
報
告
書
を
提
出
し
、
裁
判
所
は
四

O
一
の
命
令
を
出
し
て
い
る
。
そ
の
価
格
は
、
全
体
で
、

(
日
)

り
、
こ
の
中
の
三
九
件
は
、

s
I
U
の
報
告
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

七
六
三
万
八

0
0
0ポ
ン
ド
で
あ

パ

ブ

リ

ッ

ク

・

デ

イ

プ

エ

ン

ダ

l
制
度
の
特
徴

概

要

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
イ
フ
エ
ン
ダ

l
・
サ
ー
ビ
ス
の
創
設
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の
特
徴
を
、

い
く
つ
か
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
主
な
内
容
は
、

次
の
通
り
で
あ
る
。

第
一
に
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
イ
プ
エ
ン
ダ
!
と

C
D
S
に
基
づ
く
契
約
弁
護
士
と
の
ど
ち
ら
を
選
択
す
る
の
か
が
、
依
頼
者
(
被
疑
者
・
被
告

人
)
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
す
で
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
エ
ジ
ン
パ
ラ
で
設
立
さ
れ
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
イ
フ
ェ
ン
ス
・
ソ
リ
シ
タ
l

(
凶
)

事
務
所
と
は
異
な
る
点
で
あ
る
。
そ
し
て
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
ワ
エ
ー
ル
ズ
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
ブ
エ
ン
ダ

l
制
度
の
中
で
、
最
も
強
調
さ
れ
る

第
一
の
特
徴
で
あ
る
。

第
二
に
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
イ
ア
エ
ン
ダ
ー
に
は
、

(
U
)
 

E2)
が
適
用
さ
れ
る
。
こ
の
規
範
は
、
大
法
官
(
円
。
三

(Urgaz『
)
と
議
会
の
承
認
に
よ
っ
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
規
範
は
、
次
の
こ

の
利
益
を
保
護
す
る
義
務
、
②
公
正
に
行
動
し
、
差
別
佑
を
排
除
す
る
義

一
九
九
九
年
司
法
へ
の
ア
ク
セ
ス
法
に
よ
っ
て
要
請
さ
れ
た
行
動
規
範
台
。
仕
え
の

gt

と
を
そ
の
内
容
と
し
て
い
る
。
①
依
頼
者
(
被
疑
者
・
被
告
人
)

務
、
③
秘
密
保
持
義
務
、
④
裁
判
所
に
対
す
る
義
務
、
⑤
利
益
相
反
を
回
避
す
る
義
務
、
⑥
金
口
聞
な
ど
を
提
供
し
た
り
、
受
け
入
れ
た
り
し

な
い
義
務
、
⑦
法
曹
界
と
の
関
係
に
関
す
る
規
範
、
⑧
法
的
代
理
の
変
更
に
関
す
る
規
範
、
⑨
法
的
代
理
の
辞
任
に
関
す
る
規
範
、
⑩
公
共

の
利
益
に
関
す
る
開
示
の
規
範
、
⑪
過
度
の
事
件
負
担
に
関
す
る
規
範
、
⑫
行
為
の
基
準
に
関
す
る
規
範
、
⑬
不
服
申
立
て
に
関
す
る
規
範



と
い
っ
た
内
容
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
そ
の
内
容
は
、
概
括
的
な
指
針
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

第
三
に
、
個
々
の
デ
イ
プ
エ
ン
ダ
ー
に
は
独
立
性
が
保
障
さ
れ
て
い
る
が
、
最
低
限
と
し
て
の
サ
ー
ビ
ス
水
準
を
満
た
す
こ
と
が
契
約
弁
護
士
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そ
の
質
の
保
持
に
努
め
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
警
察
段
階
か
ら
刑
事
法
院
に
至
る
ま
で
の
手
続
で
、
個
人
ソ

と
同
様
に
要
求
さ
れ
、

リ
シ
タ
!
と
同
様
に
、
依
頼
者
(
被
疑
者
・
被
告
人
)
を
助
言
・
援
助
、
代
理
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
給
与
は
、

そ
の
地
方
の
事
務
所
と
比

較
し
て
、
人
材
を
獲
得
で
き
る
よ
う
な
十
分
な
も
の
と
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
イ
フ
エ
ン
ダ

l
事
務
所
の
所
長

は
、
事
務
所
を
運
営
す
る
責
任
者
で
あ
る
が
、

C
D
S
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
に
事
務
所
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
報
告
す
る
義
務
が
課
さ
れ
て
い
る
。

第
四
に
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
イ
プ
エ
ン
ダ

l
・
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
調
査
が
行
わ
れ
る
。
す
で
に
、
そ
の
調
査
方
法
に
つ
い
て
は
公

表
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
な
調
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
現
段
階
(
二

O
O
三
年
一

一
月
)
で
は
明
ら
か
に
は
さ
れ
て
い
な
い
が
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・

デ
イ
フ
エ
ン
ダ

l
制
度
を
考
え
る
上
で
、
こ
れ
ま
で
に
指
摘
さ
れ
て
き
た
制
度
上
の
問
題
点
が
考
察
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

そ
の
調
査
の
内
容
は
、
費
用
効
果
の
分
析
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
分
析
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
イ
プ
エ
ン
ダ

l
事
務
所
が
依
頼
者
(
被
疑
者
・
被
告
人
)

に
と
っ
て
魅
力
的
か
ど
う
か
、
依
頼
者
(
被
疑
者
・
被
告
人
)
は
満
足
し
て
い
る
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
の
分
析
、
必
要
不
可
欠
と
思
わ
れ

る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
イ
フ
エ
ン
ダ
!
と
し
て
の
職
業
上
の
考
え
方
・
行
動
の
独
立
性
に
関
す
る
情
報
の
収
集
、
有
効
か
つ
責
任
の
あ
る
運
営
体
制

の
調
査
、
事
務
所
が
設
置
さ
れ
た
地
域
へ
の
そ
の
事
務
所
の
影
響
に
関
す
る
分
析
を
行
う
こ
と
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
具
体
的
に
政
府

が
将
来
的
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
イ
フ
エ
ン
ダ

l
・
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
く
べ
き
か
ど
う
か
判
断
す
る
た
め
の
支
援
を
す
る
こ
と
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・

(

刊

日

)

そ
の
調
査
内
容
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

デ
イ
ブ
エ
ン
ダ

l
事
務
所
の
将
来
的
モ
デ
ル
を
勧
告
す
る
こ
と
を
、

(

川

口

)

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
イ
プ
エ
ン
ダ

l
事
務
所
の
設
立
理
念
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。
第
一
年
目
に
は
、
次
の
こ
と
が
強
調
さ
れ
た
。

① 

独
立
性
、
良
質
の
弁
護
サ
ー
ビ
ス
、
資
金
に
見
合
っ
た
価
値
の
あ
る
弁
護
サ
ー
ビ
ス
を
公
衆
に
提
供
す
る
。

② 

全
国
的
に
、
そ
し
て
地
域
的
に
も
、
弁
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
値
す
る
模
範
例
を
提
供
す
る
。

個
人
契
約
事
務
所
の
契
約
体
制
の
遂
行
を
改
善
す
る
た
め
に
、
利
用
可
能
と
な
る
情
報
を
提
供
す
る
。
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③ ④ 

刑
事
弁
護
人
が
直
面
す
る
問
題
を
、
各
方
面
に
理
解
し
て
も
ら
う
よ
う
に
提
起
す
る
。



⑤ 

弁
護
が
十
分
で
は
な
い
地
域
に
良
質
な
弁
護
を
提
供
す
べ
く
、
そ
の
選
択
肢
を
提
供
す
る
。
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⑥ 

弁
護
サ
ー
ビ
ス
を
質
の
高
い
も
の
と
し
て
提
供
す
る
た
め
に
、
人
材
を
発
掘
し
て
、
研
修
を
行
う
。

⑦ 

個
人
事
務
所
と
事
件
を
分
担
す
る
と
と
も
に
、
刑
事
弁
護
サ
ー
ビ
ス
全
体
の
改
善
を
支
援
す
る
よ
う
に
す
る
。

以
上
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
受
け
て
、
最
近
で
は
、
よ
り
一
層
の
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
、
何
よ
り
も
サ
ー
ビ
ス
を
担
う
人
材
の
育
成

が
、
制
度
の
発
展
の
た
め
に
望
ま
れ
て
い
る
。

2 

具
体
的
な
運
営
状
況

以
上
の
よ
う
な
特
徴
を
も
っ
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
イ
ブ
エ
ン
ダ

l
事
務
所
は
、
各
地
に
配
置
さ
れ
た
。
具
体
的
に
は
、
ロ
〈
刊
号
。
。
-
、

w-H

B
B
m
E
B、
(
U
F
m
r
g
E
B
、
∞
考
回
g
g、
E
E色
町
品
寸

B
z
m
z、
]
ω
C
口
々
冒
R
E
S
E
R
Y
)
で
設
置
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
二

O
O三
年
二
月
に
は
、

口
認
号
。
♀
支
部

S
E
R
F
)
と
し
て
の
宮
民
2
に、

Z
E円
同
庁
争

B
ロ
mF
支
部
と
し
て
巴
邑
吉
唱
。
ロ
に
、
そ
れ
ぞ
れ
事
務
所
が
開
設
さ
れ
た
。
こ
れ

を
見
る
と
、
大
都
市
部
も
あ
れ
ば
、
∞
考
古
∞

g
の
よ
う
に
大
都
市
か
ら
離
れ
た
地
域
に
設
立
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
設

置
に
は
、
具
体
的
な
地
域
の
事
情
が
考
慮
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
設
置
の
過
程
で
最
も
強
調
さ
れ
る
点
は
、
依
頼
者
(
被
疑
者
・
被
告

人
)
の
要
求
の
程
度
と
、
質
の
高
い
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
イ
フ
エ
ン
ダ

l
事
務
所
を
設
立
す
る
こ
と
で
あ
り
、
よ
い
人
材
を
い
か
に
獲
得
す
る
か

も
、
考
慮
の
対
象
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
単
な
る
地
域
的
な
問
題
や
、
需
要
と
供
給
の
バ
ラ
ン
ス
の
問
題
だ
け
で
は
な
い
こ
と
に
も
、
注
意

を
要
す
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
地
方
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
フ
エ
ン
ダ

1
事
務
所
を
設
立
す
る
こ
と
に
は
、
か
な
り
の
関
心
が
向
け
ら
れ
て
い

た
。
チ
エ
ル
ト
ナ
ム
が
五
番
目
の
事
務
所
と
し
て
設
立
さ
れ
た
と
い
う
経
緯
も
、
こ
の
こ
と
に
よ
る
。
ま
た
、
司
。
口
々
]
U
E
E
j
も
∞
者
向
日
向
島
に
近

い
地
域
に
あ
る
が
、
地
方
に
設
立
す
る
と
い
う
関
心
の
表
れ
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
設
立
さ
れ
た
事
務
所
に
は
、
二
四
時
間
、

一
週
間
七
日
と
い
う
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
こ
と
が
目
標
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
。
し
か

し

こ
れ
ら
の
事
務
所
は
小
規
模
の
事
務
所
で
あ
る
。
当
初
、

そ
れ
ぞ
れ
の
事
務
所
に
は
、
事
務
所
の
所
長
(
ソ
リ
シ
タ

l
)
が
一
名
い
る
他
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ムー一三主三三こ

Birmingham 

Cheltenham 

550 275 42 

668 600 61 60 

781 800 482 70 75 Liverpool 

Chester 12 150 9 30 

715 600 327 78 70 Middlesbrough 

27 40 14 15 Darlington 

Swansea 749 750 626 62 65 

384 250 58 40 Pontypridd 

総 3，849 

(Legal Services Commission， Public Dφnder Service Annual Report 2002/03， p.17より引用。一
部省略したところがある。なお， 1年間総計が空欄となっているのは，その事務所がその年度中

に開設されたためである。)

1，710 計

に
、
ソ
リ
シ
タ
ー
が
一
;
三
名
、
警
察
署
に
お
け
る
認
定
代
理
人
(
回
れ
門
司
丘
g

-
同
町
内
同
宮
町

n
m
∞g
c
c口
同
町

Y
2
8
E宅
内
)
が

0
1一
一
一
名
、
そ
の
他
に
、
事
務
所
を

(
却
)

運
営
し
て
い
く
人
材
が
い
る
と
い
う
体
制
で
あ
る
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
イ
フ
エ
ン
ダ

l
事
務
所
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
す
で
に

(
辺
)

膨
大
な
量
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。
当
初
は
、
事
務
所
の
認
知

度
も
低
い
ゆ
え
に
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
イ
プ
エ
ン
ダ

l
に
依
頼
す
る
者
が
ど

の
程
度
に
な
る
の
か
が
間
わ
れ
て
い
た
。
実
際
に
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
イ

フ
エ
ン
ダ
ー
へ
の
依
頼
が
少
な
け
れ
ば
、

そ
の
こ
と
に
よ
り
パ
ブ
リ
ッ
ク
・

デ
イ
プ
エ
ン
ダ

l
の
存
立
理
由
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
も
な
る
。
二

O
O
二

O
三
年
度
の
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
ど
の
事
務
所
も
、
平
均
し
て
一
週
間
に
一

o
i
一
五
件
の
事
件
を
受
任
し
て
い
る
。
こ
の
数
は
、
前
年
度
よ
り
も
培
加

一
年
間
に
は
、
田
口
目
白
色
MEM
で
二
七
五
件
、

F
-
4
m
号
。
。
}
で
四

八
二
件
、
冨
広
島

gσ
円
。
ロ
∞
町
で
三
二
七
件
、
∞
巧
阻
ま

g
で
六
二
六
件
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
同
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
(
い
}MgHR
と
り
出
『
ロ
ロ
唱
。
ロ
を
除
く

一
週
間
に
一

o
i
一
五
件
を

し
て
お
り
、

各
事
務
所
は
、
二

O
O
二

O
三
年
度
に
、

扱
っ
て
い
る
。

設
立
当
初
以
来
、
受
任
件
数
が
増
加
し
て
い
る
理
由
と
し
て
、
パ
プ
リ
ツ

ク
・
デ
イ
フ
エ
ン
ダ

l
事
務
所
の
認
知
度
が
増
し
た
こ
と
を
挙
げ
る
こ
と
が

で
き
る
。
も
っ
と
も
、
地
元
の
ソ
リ
シ
タ
ー
を
雇
用
し
た
事
務
所
も
あ
り
、

そ
の
結
果
が
反
映
し
て
い
る
と
指
摘
す
る
こ
と
も
で
き
る
。



パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
イ
フ
エ
ン
ダ

l
制
度
の
構
造
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
第
一
に
、
各
事
務
所
の
所
長
が
、
事
務
所
の
運
営
と
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個
々
の
事
件
の
取
扱
い

(
B
E
Z
2
)
に
つ
い
て
の
責
任
者
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
こ
の
限
り
で
は
、
個
人
事
務
所
と
変
わ
り
は
な
い
。

し
か
し

所
長
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
イ
フ
エ
ン
ダ
!
事
務
所
の
報
告
書
を

C
D
S
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・

デ
イ
プ
エ
ン
ダ

l
・
サ
ー
ビ
ス
全
体
の
長
が
い
て
、
こ
の
長
の
下
に
各
事
務
所
が
置
か
れ
て
い
る
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
イ
フ
エ
ン
ダ

l
・
サ
ー
ビ
ス

の
長
は
、
特
に
、
専
門
職
の
水
準
を
維
持
し
、

サ
ー
ビ
ス
の
独
立
性
を
確
保
す
る
責
任
を
担
う
。
具
体
的
に
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
イ
ブ
エ
ン

ダ

l
の
行
動
規
範
を
ス
タ
ッ
フ
が
遵
守
す
る
よ
う
に
努
め
る
こ
と
、
規
範
に
関
す
る
基
準
を
出
す
こ
と
な
ど
と
さ
れ
て
い
る
。

C
D
S
Jア
イ
レ
ク

そ
し
て
運
営
の
た
め
の
専
門
家
、
調
査
班
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
な
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・

デ
イ
ブ
エ
ン
ダ

l
・
サ
ー
ビ
ス
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
委
員
会
が
、
今
後
の
方
針
な
ど
を
検
討
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
各
事
務
所
は
、

C
D
S
デ
イ
レ
ク

タ
!
と
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
イ
ブ
エ
ン
ダ

l
・
サ
ー
ビ
ス
の
長
、

タ
!
と
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
イ
ブ
エ
ン
ダ

1
・
サ
ー
ビ
ス
の
長
の
下
に
置
か
れ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
具
体
的
な
事
件
の
弁
護

(
泣
)

方
針
に
口
を
挟
む
よ
う
な
こ
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
ま
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
イ
フ
エ
ン
ダ
ー
が
各
事
務
所
を
転
勤
す
る
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
。

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
ク
エ
ー
ル
ズ
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
イ
フ
エ
ン
ダ

l
制
度
の
も
う
一
つ
の
特
徴
的
な
と
こ
ろ
は
、
依
頼
者
(
被
疑
者
・
被
告
人
)

の
評
価
を
基
に
、
そ
の
制
度
を
評
価
し
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
依
頼
者
(
被
疑
者
・
被
告
人
)
に
質
問
票
に
一
記
入
し
て
も
ら
い
、

そ
の
評

価
結
果
は
公
表
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
評
価
に
よ
る
と
、
概
ね
ど
の
事
務
所
も
、

し
一
一
(
満
足
し
て
い
る

(
P
R
q
g立
丸
山
色
)
)

一
(
サ
ー
ビ
ス
も
大
変
満
足
し
て
い
る
か

(
5
q
g
c包
丘
)
)
な
い

(
お
)

の
評
点
を
獲
得
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

ま
た
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
イ
フ
エ
ン
ダ

l
事
務
所
の
費
用
に
つ
い
て
は
、
旬
。
国
門
司
片
岡
仏
弘
、

h
y
g
R円
、
口
白
同

-sm円
。
ロ
と
い
っ
た
支
部
は
別
と
し

て
、
そ
の
他
の
事
務
所
で
は
、
年
間
四
二
万
ポ
ン
ド
か
ら
五
二
万
ポ
ン
ド
の
運
営
費
が
か
か
っ
て
い
る
。
二

O
O二
|
O二
一
年
度
の
総
額
は
、
三

四
七
万
ポ
ン
ド
で
あ
る
。



3 

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
イ
フ
ェ
ン
ダ

i
・
サ
ー
ビ
ス
創
設
の
意
味
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こ
の
よ
う
に
見
る
と
、

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
ク
ェ

l
y
ズ
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
イ
フ
エ
ン
ダ

l
事
務
所
の
設
立
精
神
は
、
ま
さ
に
、
良
質
の
弁
護
を

提
供
す
る
こ
と
に
あ
る
。
ま
た
、
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
イ
フ
エ
ン
ダ
ー
は
あ
く
ま
で
も
ソ
リ
シ
タ

1
の
パ
ブ

リ
ッ
ク
・
デ
イ
フ
エ
ン
、
タ
ー
で
あ
っ
て
、
パ
リ
ス
タ
ー
は
こ
の
対
象
に
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
か
り
に
、
パ
リ
ス
タ
ー
に
つ
い
て
パ
ブ
リ
ッ
ク
・

デ
ィ
ブ
エ
ン
ダ

1
制
度
の
創
設
を
考
え
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
ウ
ノ
エ

l
y
ズ
に
お
け
る
最
大
の
変
革
の
一
つ
と
い
っ
て
も
よ
い

で
あ
ろ
う
。
少
な
く
と
も
現
段
階
で
は
、
そ
の
よ
う
な
動
き
も
見
ら
れ
な
い
し
、
ま
た
、
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。

い
ま
だ
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
イ
フ
エ
ン
ダ

l
制
度
が
設
立
さ
れ
た
初
期
の
段
階
で
あ
る
た
め
、
事
務
所
も
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・

デ
イ
プ
エ
ン
ダ

l
事
務
所
と
比
べ
る
と
小
規
模
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
、
事
務
所
は
全
国
的
に
配
置
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
必
要
に
応
じ

て
、
設
置
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

ソ
リ
シ
タ

1
の
数
と
依
頼
者
(
被
疑
者
・
被
告
人
)

の
需
要
な
ど
を
考
え
、
成
功
す
る
た
め
の
十
分
な
基

盤
が
あ
る
か
ど
う
か
を
検
討
し
た
上
で
、
設
置
の
た
め
の
明
確
な
根
拠
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
慎
重
に
事
務
所
を
設
置
し
よ
う
と
す

る
傾
向
に
は
、
こ
れ
ま
で
に
示
さ
れ
て
き
た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
ヲ
ェ

l
y
ズ
に
お
け
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
イ
フ
エ
ン
ダ

l
制
度
創
設
に
否
定
的
な
見

(
M
A
)
 

解
が
影
響
し
た
こ
と
は
、
否
定
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
。

一
方
で
、
事
務
所
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
費
用
的
な
問
題
も
絡
む
は
ず
で
あ
る
。
例
え
ば
、

し
か
し
、

一
九
八
七
年
に
公
表
さ
れ
た
ジ
ヤ
ス

テ
イ
ス
の
提
案
に
よ
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
イ
フ
エ
ン
ダ

l
制
度
と
は
異
な
り
、
具
体
的
な
調
査
能
力
を
十
分
に
備
え
る
モ
デ
ル
が
、
今
回
の
設
置

で
採
用
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
設
置
さ
れ
た
事
務
所
は
、
街
角
で
見
か
け
る
ソ
リ
シ
タ

1
事
務
所
と
同
じ
外
観
で
あ
り
、
機
能
も
同
じ
も

の
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
設
立
段
階
と
い
う
こ
と
に
注
意
を
要
す
る
も
の
の
、
こ
れ
も
、

ア
メ
リ
カ
に
一
般
的
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
数
十
人
、
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数
百
人
の
デ
イ
フ
エ
ン
ダ
ー
を
雇
ぃ
、
大
規
模
な
も
の
に
な
る
と
扱
う
事
件
も
専
門
化
さ
せ
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
イ
ブ
エ
ン
ダ

l
事
務
所
と
は
異

な
る
性
格
の
も
の
で
あ
る
と
評
価
で
き
よ
う
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
ク
エ
ー
ル
ズ
型
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
ム
ア
イ
ブ
エ
ン
ダ

l
事
務
所
を
表
現
す
る
と
す
れ



ば
、
そ
の
最
も
説
明
す
べ
き
姿
は
、
町
中
に
あ
る
個
人
ソ
リ
シ
タ
ー
に
よ
る
事
務
所
と
同
様
の
事
務
所
で
あ
る
、
と
表
現
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
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ま
た
、
法
律
扶
助
の
も
と
で
の
大
部
分
の
弁
護
サ
ー
ビ
ス
は
、
依
然
と
し
て
、
契
約
に
基
づ
く
個
々
の
ソ
リ
シ
タ

l
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
と
い

え
よ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
両
者
併
存
の
制
度
的
仕
組
み
、
す
な
わ
ち
混
合
制
度
(
宮
見
込
山
3
R
E
)
が
最
良
で
あ
る
と
い
う
意
識
は
高
い

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
依
頼
者
(
被
疑
者
・
被
告
人
)
に
は
、
ど
の
制
度
を
採
用
す
る
の
か
と
い
う
選
択
権
が
保
障
さ
れ
て
い
る
と
い
う

と
こ
ろ
に
最
大
の
特
徴
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
特
徴
づ
け
ら
れ
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
ヲ
ェ

l
w
ズ
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
イ
フ
エ
ン
ダ

l
制
度
に
は
、
従
来
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
ク
ェ

l

ル
ズ
の
議
論
が
そ
の
ま
ま
現
れ
て
い
る
。
む
し
ろ
、
そ
の
よ
う
な
議
論
の
成
果
が
、
現
在
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
ブ
エ
ン
ダ

l
制
度
を
形
成
さ
せ

て
い
る
と
評
価
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
そ
し
て
、

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
ワ
エ
ー
ル
ズ
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
イ
フ
エ
ン
ダ

l
制
度
の
成
果
は
、
ひ
と
え

に
、
依
頼
者
(
被
疑
者
・
被
告
人
)
の
「
選
択
」
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
と
い
っ
て
も
、
過
言
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
権
利
の
保
障
は
、
法
律

扶
助
が
発
展
し
て
き
た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
ク
エ
ー
ル
ズ
の
伝
統
で
も
あ
り
、
ま
た
、

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
イ
プ
エ
ン
ダ

l
制
度
と

大
き
く
異
な
る
特
徴
で
あ
る
。
し
か
し
、

一
方
で
、
司
法
過
疎
地
域
に
設
置
さ
れ
る
と
い
う
試
み
も
行
わ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
現
在
の
パ

ブ
リ
ッ
ク
・
デ
イ
フ
エ
ン
ダ

l
制
度
は
、

一
口
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
ク
エ
ー
ル
ズ
型
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
イ
フ
エ
ン
ダ

l
制
度
と
は
表
現
し
が
た
い
特

徴
も
併
せ
持
っ
て
い
る
こ
と
に
注
意
を
要
す
る
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
注
目
す
べ
き
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
イ
フ
エ
ン
ダ

l
・
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
行
わ
れ
る
調
査
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
結
果
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
調
査
が
行
わ
れ
る
の
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
イ
フ
エ
ン
ダ

l
制
度
の
存
在
意
義
を
厳
格
に
判
断
し
て
い
こ
う
と
い
う
意
識
・
意
欲
の
表
れ
に
よ

る
も
の
で
あ
ろ
う
。
歴
史
的
に
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
イ
フ
エ
ン
ダ

l
の
創
設
に
つ
い
て
は
消
極
的
な
意
見
が
大
勢
で
あ
っ
た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・

ク
ェ

l
w
ズ
で
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
イ
フ
エ
ン
ダ

l
制
度
の
設
立
以
降
に
も
、
制
度
に
厳
し
い
目
が
向
け
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
調
査

が
行
わ
れ
る
背
景
に
は
、
そ
の
よ
う
な
歴
史
的
事
情
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
に
よ
り
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
イ
ブ
エ
ン

ダ

l
の
質
を
高
め
、
依
頼
者
(
被
疑
者
・
被
告
人
)

の
視
点
に
立
っ
た
弁
護
サ
ー
ビ
ス
を
確
立
す
る
と
い
う
方
向
が
模
索
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る

で
あ
ろ
う
。
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以
上
の
よ
う
に
、

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
ワ
エ
ー
ル
ズ
の
刑
事
法
律
扶
助
制
度
は
、
こ
れ
ま
で
検
討
し
て
き
た
よ
う
に
、

か
な
り
の
変
化
を
遂
げ

た
。
も
っ
と
も
、

そ
の
扶
助
総
額
は
、
二

O
O二

O
三
年
度
で
、
約
一

O
億
九
五
七

O
万
ポ
ン
ド
で
あ
る
と
い
う
か
ら
、

そ
の
額
は
依
然
と
し

て
莫
大
で
あ
る
。
そ
し
て
、

そ
の
保
障
が
、
具
体
的
な
被
疑
者
・
被
告
人
の
権
利
を
直
接
担
保
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
忘
れ
ら
れ
で
は
な
ら
な

い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
、
契
約
に
基
づ
く
も
の
お

g
m
E
C
5
5払
の
。
5
5
5
と
刑
事
法
院
や
上
訴
の
代
理

(C044ロ回旦

r-
∞F
B
E
E
R
-
u門
司
自
己
主
守
口
)
と
に
つ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
五
億
一
九
六

O
万
ポ
ン
ド
、
五
五
五
二
万
ポ
ン
ド
と
し
て
保
障
さ
れ
て
い
る
と
い
う
か

ら
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
イ
フ
エ
ン
ダ

l
(三
五

O
万
ポ
ン
ド
)
や
高
額
事
件
(
一
四

O
O万
ポ
ン
ド
)
の
保
障
は
、
割
合
と
し
て
は
少
な
い
こ
と
に
も

(
お
)

注
意
を
要
す
る
で
あ
ろ
う
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
イ
フ
エ
ン
ダ

l
・
サ
ー
ビ
ス
を
創
設
し
た
こ
と
は
、
最
も
様
変
わ
り
し
た
部
分
で
あ
る
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
イ
フ
エ
ン
ダ
!
と

し
て
活
動
す
る
意
欲
の
あ
る
ソ
リ
シ
タ
ー
は
、
刑
事
弁
護
に
意
欲
を
一
石
す
ソ
リ
シ
タ
ー
で
あ
る
は
ず
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
イ

プ
エ
ン
ダ

l
は
、
国
が
直
接
雇
用
し
て
い
る
と
い
う
理
白
か
ら
、
依
然
と
し
て
、
そ
の
独
立
性
に
疑
問
が
あ
る
と
評
価
す
る
個
々
の
ソ
リ
シ
タ

I

も
い
る
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
イ
フ
エ
ン
ダ
ー
が
、
依
頼
者
(
被
疑
者
・
被
告
人
)
の
信
頼
を
勝
ち
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
そ
し
て
、
同
業
者
で

あ
る
ソ
リ
シ
タ
!
と
の
聞
で
も
信
頼
関
係
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
が
、
今
後
の
制
度
の
発
展
の
た
め
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て
い

る

わ
が
国
で
は
、
現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
司
法
制
度
改
革
に
お
い
て
も
、
被
疑
者
段
階
か
ら
被
告
人
段
階
に
か
け
て
一
貫
し
た
公
的
弁
護
制
度
を

創
設
す
る
こ
と
が
、
現
実
的
な
緊
急
の
課
題
と
し
て
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
、
諸
外
国
の
動
向
を
把
握
す
る
こ
と
は
、
何
ら
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か
の
意
義
が
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
ク
エ
ー
ル
ズ
の
刑
事
法
律
扶
助
の
改
革
に
は
、

メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
の
両
方
の
側
面
が

あ
る
。
比
較
の
対
象
と
し
て
見
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
部
分
を
、
特
に
わ
が
国
の
問
題
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
、
慎
重
に
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る



」
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
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例
え
ば
、
契
約
制
度
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
イ
フ
エ
ン
ダ

l
制
度
の
導
入
は
、
増
え
す
ぎ
た
法
律
扶
助
費
用
を
よ
り
有
効
に
活
用
し
て
い
こ
う
と

い
う
意
図
の
も
と
に
行
わ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
日
本
の
こ
れ
ま
で
の
状
況
と
は
、
国
が
費
用
を
十
分
に
出
し
て
い
る
か
と
い
う
点
で
、

そ

の
背
景
に
大
き
な
違
い
が
あ
る
こ
と
を
認
識
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
ま
た
、

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
ヲ
ェ

l
u
y
ズ
の
制
度
的
根
幹
は
、
依
頼
者
(
被
疑

者
・
被
告
人
)

の
弁
護
人
選
択
権
が
保
障
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
点
は
日
本
の
状
況
と
大
き
く
異
な
る
こ
と
を
念
頭
に
置
く
必
要
が
あ

る
。
さ
ら
に
、

C
D
S
に
よ
る
契
約
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
イ
フ
エ
ン
ダ

l
の
雇
用
は
、
す
で
に
指
摘
し
て
き
た
よ
う
に
、

ソ
リ
シ
タ
ー
を
対
象
と

す
る
も
の
で
あ
る
。
パ
リ
ス
タ
ー
は
、
契
約
や
一
雇
用
に
基
づ
く
こ
と
な
く
、
法
律
扶
助
に
基
づ
く
代
理
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る
。

一
方
、
日
本

の
場
合
に
は
、
刑
事
弁
護
制
度
を
担
う
弁
護
土
は
、

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
ク
エ
ー
ル
ズ
で
い
う
ソ
リ
シ
タ

l
、
パ
リ
ス
タ

l
両
方
の
役
割
を
担
っ
て

い
る
。
比
較
の
素
材
と
し
て
、

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
ク
ェ

l
u
y
ズ
の
動
向
を
考
え
る
上
で
も
、
こ
の
違
い
は
明
確
に
認
識
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、

そ
の
中
で
も
、

や
は
り
参
考
と
さ
れ
る
べ
き
視
点
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
ウ
ノ
エ

l
y
ズ
の
新
し
い
動
向
の
根
幹

が
、
依
頼
者
(
被
疑
者
・
被
告
人
)
の
視
点
に
立
っ
て
、
そ
の
権
利
を
保
障
す
る
た
め
の
良
質
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。

こ
の
視
点
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
ワ
エ
ー
ル
ズ
の

C
D
S
に
お
け
る
基
本
理
念
で
あ
り
、
ま
た
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
、
等
し
く
参
考
に
さ
れ
る

べ
き
理
念
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、

そ
れ
は
わ
が
国
で
も
保
障
さ
れ
る
弁
護
人
依
頼
権
の
考
え
方
を
具
体
化
し
た
も
の
で
あ
り
、
同
じ
土
俵
に
立

つ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

j主

(
1
)

岡
田
悦
典
『
被
疑
者
弁
護
権
の
研
究
』
(
日
本
評
論
社
、
二

O
O
一年)。

(
2
)

岡
田
・
前
掲
注
(
1
)
の
成
果
を
発
表
す
る
段
階
で
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
イ
フ
エ
ン
、
タ
l
制
度
の
導
入
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
ワ
ェ

l
N
ズ
で
は
否
定
さ
れ

た
と
記
述
し
た
(
岡
田
・
前
掲
注
(
l
)
二
二
六
頁
)
。
こ
れ
は
、
議
会
で
制
度
設
立
の
是
非
が
関
わ
れ
て
い
る
過
程
で
出
版
さ
れ
た
著
書
の
情
報
を
元

に
記
述
を
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
好
余
曲
折
の
末
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
ワ
ェ

l
y
ズ
で
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
イ
プ
エ
ン
ダ

l
制
度
の
創

設
が
議
会
で
認
め
ら
れ
た
(
詳
し
く
は
、
小
山
雅
亀
「
『
イ
ギ
リ
ス
』
刑
事
法
律
扶
助
制
度
の
変
容
|
|
一
九
九
九
年
司
法
ア
ク
セ
ス
法
を
中
心
に
」
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森
本
益
之
ほ
か
編
・
大
野
員
義
先
生
古
稀
祝
賀
『
刑
事
法
学
の
潮
流
と
展
望
』
四
五
一
頁
以
下
〔
世
界
思
想
社
、
三

O
O
O年
〕
参
照
)
。
私
の
執
筆

段
階
は
少
な
く
と
も
そ
の
後
で
あ
り
、
情
報
不
足
に
よ
り
事
実
認
識
を
誤
っ
た
こ
と
を
、
こ
こ
に
改
め
て
お
詫
び
申
し
上
げ
た
い
。
本
稿
に
よ
り
、
そ

の
不
正
確
な
記
述
を
改
め
て
補
う
こ
と
と
し
た
い
。

(
3
)

小
山
・
前
掲
注
(
2
)
の
他
に
は
、
村
井
敏
邦
「
刑
事
法
律
扶
助
の
課
題
」
財
団
法
人
法
律
扶
助
協
会
誌
編
集
委
員
会
編
『
日
本
の
法
律
扶
助
|
|
五

O
年
の
歴
史
と
課
題
|
|
』
一
一
六
五
頁
以
下
(
法
律
扶
助
協
会
、
二

O
O
二
年
)
、
小
山
雅
亀
「
英
国
の
公
設
弁
護
人
制
度
|
|
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に

お
け
る
実
験
|
!
」
庭
山
英
雄
先
生
古
稀
祝
賀
記
念
論
文
集
『
民
衆
司
法
と
刑
事
法
学
』
八
一
一
貝
以
下
(
現
代
人
文
社
、
一
九
九
九
年
)
、
同
「
『
イ
ギ

リ
ス
』
の
刑
事
法
律
扶
助
制
度
|
|
近
年
の
動
向
を
中
心
に
|
|
」
西
南
学
院
大
学
法
学
論
集
三
一
巻
一
号
六
一
頁
以
下
(
一
九
九
八
年
)
な
ど
が
あ

る。

(
4
)

な
お
、
本
稿
執
筆
に
当
た
っ
て
は
、
刑
事
裁
判
の
準
備
手
続
に
関
す
る
研
究
で
二

O
O三
年
一
月
末
に
渡
英
し
調
査
し
た
過
程
で
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・

デ
イ
ア
エ
ン
ダ
l
事
務
所
を
運
営
す
る
ソ
リ
シ
タ
l
、
刑
事
弁
護
サ
ー
ビ
ス
の
担
当
者
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
。
本
稿
は
、
そ
の
成
果
が
反
映
さ

れ
て
い
る
。

(
5
)

円
。
与
の
E
R
同
国
O
『
イ
ロ
毛
主
B
m
D
F
忌
ロ
た
さ
き
h
v
h
H
B
・
言
問
。
ロ
て
同
『
司
さ
さ
号
、
~
b
Z
M
L
『
口
可
知
事
芸
品
2
h
問
、
問
主
的
問
主
N
S
E
2
L
E
E
去
の
百
台
印
印

(
-
l
c
え
の
町
田
口
口
何
回
。
へ
印
口
開
閉
V

同
3
5
向
ロ
H
U
巴
唱
∞
)

(
6
)

こ
の
経
過
に
つ
い
て
は
、
岡
田
・
前
掲
注
(
1
)
一
一
一
六
l
一
三
三
頁
、
及
び
小
山
・
前
掲
注
(
2
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(
7
)

民
事
法
律
扶
助
改
革
の
動
向
に
関
す
る
研
究
と
し
て
は
、
我
妻
学
「
英
国
に
お
け
る
一
九
九
九
年
司
法
へ
の
ア
ク
セ
ス
法
付
・

0
」
都
法
四
一
巻
一

号
四
九
頁
以
下
(
二

0
0
0年
)
、
二
号
五
三
夏
以
下
(
一
一

O
O
一
年
)
参
照
。

(
8
)

以
上
に
つ
き
詳
し
く
は
、
佐
同
門
m
m
色
彩
『
己
n
g
h
o
E
g
g
-
c
p
k
曲
、
s
h
E
S
~
c
ミ
丸
町
s
n
s
a
ミ
ミ
u
q
s
h
向
守
主
一
H
.
R
M
(
N
C
C
N
)
・

(
9
)

戸
内
出
血
}
∞
2
4
F
n
向
。
。
B
5
5
-
o
p
h
ぬ
ミ
~
山
町
ミ
↑
宮
内
ロ
き
さ
な
M
札
口
苫
与
司
芸
品
~
~
N
R
E
3
N

。。N
¥
S
v
唱
曲

g
・
u
-
a
u
Z
(
U
Uぷ
U
(
N
c
c
u
w
吋
『
問
符
即
時
5
E
q
O
B
n
m
)
・

(
叩
)
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
ク
エ
ー
ル
ズ
に
お
け
る
弁
護
人
選
択
権
に
関
す
る
議
論
に
つ
い
て
は
、
E
与
の
F
E
B
-
-
c
p
u
G
E
E
E
F
Q
3
ざ
ミ
り
も
ミ
同

的
問
3
N
H
.
R
n
r巴
H
Q
q
『
河
内
、
s
s
s
号
呉
昌
司

C
ロ
ミ
ミ
s
s
b
p
ミ
5
8
号
、
ロ
ロ
き
.
a
p
s
z
宮
号
司
(
N
G
C
-
)
が
あ
る
。

(
孔
)
円
h
明
日
-
r
2
R
刊
の
O
E
百
円
訟
5
p
c
s
q
日
目
。
コ
三
宮
丸
(
U
C
Z
ヰ
ロ
ミ
(
N
C
C
M
)
-
M
R
F
ー
ロ
ヤ
ミ
者
岩
君
戸
内
明
弘
田
町
2
R
g
・
明
。
4
5
k
n
円
目
的
~
明
g
m
g
「
n
ユB
E
目
「
円
。
ロ
ー

一[H-RHFl円一戸{}・七円同一

(
ロ
)
円
、
同
宣
伝
3
R
P
3
5
宣
言
k
ざ
さ
と
』
N
9
2
M
O
O
N
¥

。uv
q
w
Q
円
七
E
M
U
-
U
H
l
u
・

3
・

(
日
)
メ
ン
バ
ー
の
リ
ス
ト
は
、
リ
l
ガ
ル
・
サ
ー
ビ
ス
委
員
会
の
ホ
l
ム
ぺ

l
ジ
(
宮
門
仲
間
以
・
ミ
者
宅
耳

-r明
白
]
師
向
3
R
g
-
m
o〈
-Eぞ
8
R
5
2
K
与
え
『
H
E
n
-
-
-
宮
-
Z
B
)

に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
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